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中
央
区
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す

「つくつき歴史散歩第一回」5月22日土曜日午前と午後に開催！

新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com１

佃月島新聞企業サポーターを紹介します。おかげ様で
発行が継続できています。
企業サポーター会社 毎月PR広告を頂戴しています。
Cheers株式会社・株式会社ハートベルカンパニー・ジャスト
リサーチ株式会社・一般社団法人ココラボ・株式会社グローバ
ルケア・株式会社トラソル・株式会社東京メンテナンス管理

誠にありがとうございます。
つくつきLINE公式アカウントを開設

ぜひお友達登録をお
願いいたします。

毎
号
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
基
礎
講
座
と
し
て
、
わ

か
り
や
す
い
解
説
を
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

誰
に
聞
く
？

お
店
の
評
価
を
知
る
た
め
、

お
客
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
誰
に
聞

く
か
を
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
誰
っ
て
お
客
様

で
し
ょ
？
」
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え

ば
、
お
店
の
不
満
点
を
調
査
し

た
い
の
に
、
よ
く
来
る
お
客
様

に
ば
か
り
聞
い
て
も
正
し
い
答

え
は
出
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

性
別
や
年
令
、
お
店
の
利
用

度
な
ど
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
絞
っ
て
聞
く
の
か
、
お
客
様

全
体
に
聞
く
の
か
、
リ
サ
ー
チ

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
適
切

な
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
（
続
）

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス

㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
（
正
社

員
）
募
集
中
で
す
！
未
経
験
者

歓
迎

中
央
区
新
川j

u
s
t
-
r
e
s
e

a
r
c
h
.
c
o
.
j
p

0
3
-
3
5
5
3
-
3
7
3
7

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
自
治
会
と
共
催

佃
月
島
新
聞
の
前
身
「
天
空
新

聞
」
は2014

年
に
佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ

自
治
会
の
広
報
紙
と
し
て
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
自
治
会
の
運
営

に
新
聞
発
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
使
え

な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。
HP

や
毎
月
の
広
報
紙
発
行
、LI

NE

公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
な
ど
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
人
気
の
親
子
野
鳥
観

察
会
も
自
治
会
の
企
画
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

相
生
橋
か
ら
石
川
島
、
佃
島
へ

今
回
の
歴
史
散
歩
は
相
生
橋
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
「
相
生
橋
の

名
前
由
来
は
？
」
な
ん
て
説
明
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
石
川
島

は
江
戸
よ
り
昔
は
「
森
島
」
「
鎧

島
」
と
呼
ば
れ
た
島
で
し
た
。

令和3年（2021年）5月1日 38号

佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

４
月
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
様
で

す
。
佃
清
野
様
、
深
野
様
、
江

東
区
都
築
様
、
豊
海
浜
野
様
、

世
田
谷
区
伊
澤
様
、
大
田
区
木

本
様
、
さ
い
た
ま
市
小
松
様
。

現
在
35
件
の
個
人
サ

ポ
ー
タ
ー
、
５
件
の

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を

頂
戴
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口

２
千
円

新
聞
を
郵
送
や
宅
配

な
ど
で
お
届
け
。
法
人
会
員
は

一
口
２
万
円
、
PR
記
事
を
年
一

回
掲
載
。
振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀

行
ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ

イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1

0
6
6
0

-
4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融
機
関
よ
り
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
コ
ー
ド9

9
0
0

店
番0

6
8

普
通4

4
9
7
0
4
7

年
会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

Y
A
HO
O

の
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
ま
す

の
で
、
読
者
の
振
込

手
数
料
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

佃
月
島
で
観
察
で
き
る
野
鳥

図
鑑

連
載
㉝39

「
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
」

東
京
で
見
ら
れ
る
カ
ラ
ス
は
、

だ
い
た
い
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
と
い
う
種
類

も
い
て
、
そ
れ
よ
り
ク
チ
バ
シ

が
大
き
い
。
嫌
わ
れ
も
の
で
す

が
、
よ
～
く
見
る
と
か
わ
い
い

ん
で
す
よ
。
で
も
、
い
ま
の
時

期
、
５
月
ご
ろ
は
、
子
育
て
で
、

カ
ラ
ス
も
気
が
立
っ
て
い
ま
す
。

危
険
な
の
で
巣
の
近
く
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
コ
ラ
ム
は
佃
二
丁

目
藤
田
さ
ん
執
筆
で
す
。

新

制

作

版

「
佃
・
月
島
で

見
ら
れ
る
全
野

鳥
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
差
し
上
げ

ま
す
。
編
集
部

ま
で
ど
う
ぞ
。

れ
た
漁
師
た
ち
は
、
日
本
橋
魚

市
場
の
開
設
や
築
地
本
願
寺
の

移
転
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

い
ま
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

立
ち
並
ぶ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
で

す
が
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
歴

史
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

私
達
の
住
ん
で
い
る
町
の

歴
史
を
知
ろ
う
！

佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
30
年
ほ

ど
前
に
開
発
さ
れ
た
町
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
他
か
ら
移
り

住
ん
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
や
中
学
校
で
は
石
川
島
や

佃
島
の
歴
史
は
勉
強
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
大

人
に
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
な
い

も
の
で
す
。
大
人
の
知
識
欲
も

ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

中
央
区
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
協

会
の
協
力
で
、
本
格
的
な
歴
史

散
歩
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
創
刊
３
号
特

集
、
石
川
島
は
じ
め
も
の
が
た
り
）

三
代
将
軍
家
光
の
頃
、
船
手
頭

（
軍
艦
の
管
理
と
海
上
輸
送
が
役

務
）
石
川
八
左
ヱ
門
重
次
が
こ
の

島
を
拝
領
し
ま
し
た
。
左
の
古
地

図
で
は
鬼
平
犯
科
帳
で
有
名
な
長

谷
川
平
蔵
が
、
発
議
し
て
設
置
さ

れ
た
「
石
川
島
人
足
寄
場
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
石
川
島
は
幕
末
の

頃
洋
式
帆
装
軍
艦
な
ど
が
製
造
さ

れ
た
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、
Ｉ
Ｈ

Ｉ
（
旧
石
川
島
播
磨
重
工
業
）
の

母
体
と
な
り
ま
し
た
。

佃
島
は
江
戸
時
代
初
期
、
摂
津

国
佃
村
の
漁
師
た
ち
に
よ
り
埋
め

立
て
ら
れ
た
町
で
す
。
幕
府
の
命

に
よ
り
江
戸
の
町
の
食
料
事
情
を

改
善
す
る
た
め
、
関
西
の
先
端
漁

法
を
伝
え
る
た
め
に
呼
び
寄
せ
ら

中
央
区
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
協
会

中
央
区
区
民
カ
レ
ッ
ジ

生
涯
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
コ
ー

ス
「
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」
を
修
了

し
た
方
々
で
構
成
さ
れ

た
、
中
央
区
初
の
登
録
認
定
ま
ち

歩
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。

日
本
橋
や
築
地
・
人
形
町
な
ど

の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
石
川
島
か
ら
佃
島
の
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
ガ
イ
ド
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
要
項

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で

◯
開
催
日

５
月
22
日
土
曜
日

①
10
時
半
か
ら
12
時
半
頃

町
歩

き
後
、
ご
希
望
の
方
は
②
の
講
演

会
も
参
加
で
き
ま
す
。

②
13
時
半
か
ら
16
時
ま
で

講
演
会
「
石
川
島
・
佃
島
誕
生

ヒ
ス
ト
リ
ー
」
後
に
、
町
歩
き
を

し
ま
す
。
よ
り
深
く
歴
史
が
学
べ

る
回
と
な
り
ま
す
。
中
学
生
以
上
。

◯
場
所

相
生
橋
か
ら
佃
島
住
吉

神
社

講
演
会
は
10
号
棟
集
会
室

荒
天
時
は
次
週
に
延
期
予
定

◯
参
加
人
員
各
回
20
名

先
着

合
計
40
名

抽
選
で
４
名

様
に
は
「
歩
行
速
ラ
ク
ロ
」

で
参
加
で
き
ま
す
。

◯
会
費

一
人
三
百
円

中
学
生
以
下
無
料

主
催

佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
自
治
会
・

佃
月
島
新
聞

協
力

中
央
区
文

化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
協
会
、
探
見
の

会
、
歩
行
速
ラ
ク
ロ
Ｚ
Ｍ
Ｐ

お
申
込
み
は
５
月
15
日
土
曜
日

ま
で
に
、
下
記
の
電
話
か
メ
ー
ル

で
。
お
早
め
に
編
集
部
ま
で
。

「
つ
く
つ
き
歴
史
散
歩
」
第
二

回
目
は
佃
島
か
ら
月
島
の
歴
史
散

歩
を
計
画
中
で
す
。

佃
月
島
新
聞
設
置
店
を
求
む
！

月
島
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
ー
ト

２
階
「
月
島
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
ー

ト
歯
科
」
様
に
は
、
待
合
室

に
新
聞
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
な
ん
と
13
ヶ

月
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

患
者
様
に
ご
覧
、
そ
し
て
配

布
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ

ん

な

感

じ

で

店

頭

に

設

置

い

た

だ

け

な
い
で
し
ょ

う
か
。
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
い

ペ
ン
立
て
を
店
頭
に
。
つ
く

つ
き
新
聞
の
設
置
店
で
は
、

地
域
と
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
に

な
る
と
大
好
評
で
す
！

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ

シ
ニ
ア
の

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
相
談
会

毎
月
第
３
木
曜
日
12
時
半
～

14
時

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー
ム

事
前
に
編
集
部
宛
に
ご
予
約

が
必
要
で
す
。
・
初
め
て
の
ス

マ
ホ

・LINE

を
使
い
こ
な
す

・
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
い

な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

編
集
長
の
お
勧
め
ア
プ
リ

遠
く
の
方
に
リ
モ
ー

ト
で
ス
マ
ホ
や
PC
の

操
作
が
教
え
ら
れ
ま

す
。
「
ク
イ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
」
と
「T

e
a
m
s
V
i
e
w
e
r

」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。
詳

し
く
は
HP
に
掲
載
し
ま
す
。

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

不
用
品
回
収
・
遺
品
整
理

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
の
浅
井

社
長
と
の
出
会
い
は
、
月
島
弐
之

部
元
町
会
長
の
保
田
さ
ん
の
紹
介

で
し
た
。
月
島
テ
レ
ビ
の
倉
庫
片

付
け
を
作
業
な
さ
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
は
銀
座
に
あ
っ
た
編
集
部

の
移
転
も
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
聞
を
見
た
西
仲
通

り
も
ん
じ
ゃ
「
む
ら
さ
き
」
さ
ん

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。
。

一
言
寸
評
は
読
者
野
原
さ
ん
で

す
。
４
月
の
お
題
は
「
食
」

守
り
継
ぐ

姑
の
味

ち
ら
し
寿
司

黄
葉

家
族
の
成
長
と
共
に
、
何
度
も

食
卓
に
登
場
し
て
き
た
「
ち
ら

し
寿
司
」
、
親
か
ら
子
、
孫
へ

と
継
が
れ
て
い
く
愛
情
の
か
た

ち･･･

。
い
い
で
す
ね
～
。

食
べ
て
寝
て

健
康
長
寿
で

ポ
ッ
ク
リ
と

風
天

快
食
、
快
眠
、
快
便
で
、
「
ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
。
私
は
大
食
、

不
眠
、
便
秘
で
、
「
ネ
ン
ネ
ン

コ
ロ
リ
」
。
生
活
習
慣
見
直
さ

な
き
ゃ
な
ら
な
い
な
あ
～
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
の

お
問
合
せ
は
編
集
部
ま
で

で
も
、
男
手
が
足
ら
な
い
２
階

か
ら
の
不
用
品
搬
出
を
依
頼
し
、

誠
実
な
仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

最
近
で
は
月
島
弐
之
部
町
会

事
務
所
の
移
転
整
理
も
お
手
伝

い
な
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
佃
・

月
島
で
実
績
の

あ
る
エ
コ
ラ
イ

フ
サ
ー
ビ
ス
さ

ん
を
お
勧
め
し

ま
す
。

0120-09-858

た
つ
み
や
の
宅
配
弁
当

５
食
以
上
を
毎
日
お
届
け
し

ま
す
。
企
業
や
工
事
現
場
な
ど

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
で
、
美

味
し
い
５
百
円
弁

当
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
問
合
せ
・

試
食
な
ど

申
込
み
は03-

6666-4344



2新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com3

令和3年（2021年）5月1日 38号令和3年（2021年）5月1日 38号

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

好
美
の
幕
末
中
央
区
⑲

日
本
青
年
会
議
所
（
JC
）

中
央
区
委
員
会
で
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
の
祖
父
江
好

美
さ
ん
の
連
載
コ
ラ
ム
。

石
川
島
造
船
所

今
回
は
急
遽
石
川
島
の

話
！1

8
5
3

年
と
言
え
ば
！

そ
う
で
す
！
！
黒
船
ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
航
し
た
年
で

す
ね
。
こ
の
年
に
中
央
区

佃
に
あ
っ
た
石
川
島
の
地

に
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
の

命
で
大
型
船
建
造
用
、

「
石
川
島
造
船
所
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、

洋
式
木
造
軍
艦
・
旭
日
丸

（
あ
さ
ひ
ま
る
）
の
起
工

式
を
行
い
ま
し
た
。
石
川

島
は
造
船
業
発
祥
の
地
と

な
る
の
で
す
！

そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ

で
宣
伝
。
現
在
の
地
下
鉄

月
島
駅
を
北
へ
６
分
ほ
ど

歩
く
と
。
造
船
所
の
創
業

か
ら
現
代
ま
で
と
、
そ
れ

と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
石

川
島
・
佃
島
の
歴
史
や
文

化
を
紹
介

し
た
『
石

川
島
資
料

館
』
が
ご

ざ
い
ま
す
。

興
味
が
あ

る
方
、
ぜ

ひ
足
を
運

ん
で
見
て

く
だ
さ
い

な
。

街
角
植
物
観
察
日
記
44

佃
二
丁
目
菅
野
さ
ん

「
ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
」

今
年
は
ウ
メ
も
サ
ク
ラ

も
開
花
が
早
く
、
地
球
温

暖
化
の
現
実
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
す
。

ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
も
し
か
り
。

例
年
４
～
５
月
に
か
け
て

黄
白
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
が
、
今
年
は
３
月
中
半

か
ら
咲
き
だ
し
て
い
ま
す
。

ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木

で
地
中
海
沿
岸
原
産
の
雌

雄
異
株
。
日
本
で
は
雌
木

は
非
常
に
希
で
、
ほ
と
ん

ど
が
雄
木
と
辞
典
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
参
加
連
載
企
画

お
ん
な
ひ
と
り
酒
⑨

月
島
４
丁
目
「
年
輪
」

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
月

島
４
丁
目
、
月
島
第
一
児
童

公
園
近
く
の
「
年
輪
」
。
ス
ー

プ
カ
レ
ー
で
有
名
な
店
で
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
は
「
お
ん
な

ひ
と
り
酒
」
で
は
？
い
え
い

え
、
こ
こ
は
夜
は
北
海
道
料

理
が
食
べ
ら
れ
る
居
酒
屋
な

ん
で
す
。
ザ
ン
ギ
（
鶏
か
ら

あ
げ
）
、
十
勝
豚
の
た
れ
焼

き…

私
は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
が

お
気
に
入
り
で
す
。

人
気
店
だ
け

に
、
ウ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
の
配
達

員
さ
ん
も
ひ
っ

き
り
な
し
に
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
や
っ

て
き
ま
す
。
で

も
ね
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き

な
い
絶
品
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る

の
で
す
。
例
え
ば
豊
洲
市
場

の
本
ま
ぐ
ろ
の
３
点
盛
り
！

筆
者
の
古
い
友
人
宅
に

大
き
な
雌
木
が
あ
り
、
挿

し
木
用
に
小
枝
を
も
ら
っ

て
は
み
る
も
の
の
、
今
の

と
こ
ろ
失
敗
続
き
で
す
。

乾
燥
し
た
葉
は
香
辛
料

と
し
て
ロ
ー
レ
ル(

ロ
ー

リ
エ)

の
呼
び
名
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、

葉
の
付
い
た
枝
を
編
ん
だ

月
桂
冠
は
、
勝
者
の
印
と

し
て
贈
ら
れ
る
事
は
広
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

10
月
頃
に
結
実
し
、
そ

の
実
か
ら
採
れ
る
油
は
希

少
で
、
化
粧
品
や
石
鹸
に

使
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

下
世
話
な
考
え
で
す
が
、

純
粋
オ
リ
ー
ブ
石
鹸
で
も

け
っ
こ
う
高
価
な
の
に
、

ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
石
鹸
で
は

ど
れ
程
の
物
か
と
、
勝
手

に
思
い
巡
ら
し
て
し
ま
い

ま
す
。

相
続
な
ん
で
も
相
談

㈱
ト
ラ
ソ
ル

デ
ジ
タ
ル
終
活
⑤
最
終
回

今
後
は
通
信
機
器
だ
け

で
は
な
く
、
身
の
回
り
の

サ
ー
ビ
ス
等
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
進
ん
で
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
と
同
様
に
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

デ
ジ
タ
ル
終
活
は
ご
自

身
で
生
前
対
策
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
他

は
な
く
、
「
人
間
の
突
然

死
」
に
向
け
た
準
備
と
な

る
た
め
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
、
全
世
代
に
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
本
誌
を

き
っ
か
け
に
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
終
活
に
つ
い

て
、
全
５
回
で
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
う
ち
時
間
」
を
利
用

し
、
一
念
発
起
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

続
き
は
つ
く
つ
き
HP
詳

細
記
事
に
て
。

L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
お
得
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

も
配
信
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
友
達
追

加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ト
ラ
ソ
ル
様

に
は
ス
マ
ホ
相

談
会
に
も
お
手

伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す

読
書
が
広
げ
る
人
間
の
輪

『
読
・
書
・
人
・
倶
楽
部
』

第
６
回
は
翻
訳
者
の
朝

倉
和
子
氏
自
ら
が
新
刊
書

（
※
）
を
解
説
。

最
先
端
を
ゆ
く
中
国
研
究

者
が
36
の
問
に
答
え
る
。

紹
介
さ
れ
た
本
は

➀
Ｊ
・
ル
ド
ル
フ

Ｍ
・

ソ
ー
ニ
編
『
中
国
の
何
が

問
題
か
？
ハ
ー
バ
ー
ド
の

眼
で
み
る
と
』
（
※
）

②
半
藤
一
利
『
ノ
モ
ン
ハ

ン
の
夏
』

③
堀
内
誠
一

谷
川
俊
太

郎

『
音
楽
の
肖
像
』

④
方
方
『
武
漢
日
記
』

第
７
回
は
５
月
20
日
10
時

～
11
時
30
分

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー
ム
に
て

参
加
費
無
料

お
題
は
「
本
と
映
画
と
わ

た
し
」
お
問
合
せ
は

booksalon3939@
gm
ail.c

om

（
マ
リ
ー
）

中
小
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
様
へ

建
物
の
施
設
周

り
の
清
掃
や
機
器

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

改
装
工
事
・
内
装

工
事
な
ど
な
ん
で

も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
つ
く
つ
き
企

業
サ
ポ
ー
タ
ー
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
管
理

日
本
橋
蛎
殻
町

03-3665-0949

◯
に
市
の
巨
石
市
川
鐵
工
所
！

フ
ジ
マ
ー
ト
に
は
い
ち
か

わ
の
看
板
、
４
つ
の
い
ち
か

わ
ビ
ル
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
市
川
鐵
工
所
の
子
孫

を
発
見
！
さ
て
最
終
回
で
す
。

明
治
後
期

に
市
川
常
五

郎
氏
が
創
立

し
た
、
市
川

鐵
工
所
の
曾

孫
に
あ
た
る

足
立
区
の
「
横
引
シ
ャ
ッ
タ
ー
」

の
社
長
市
川
慎
次
郎
氏
は
、

佃
月
島
新
聞
が2

0
1
8

年
に
上

演
し
た
「
Ｒ
65
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
の
協
賛
企
業
だ
っ
た
の

で
す
。

創
業
者
の
曾

孫
慎
次
郎
氏
と

玄
孫
の
皆
さ
ん

で
す
。
慎
次
郎

氏
に
よ
る
と
、

「
い
ち
か
わ
」

不
動
産
は
親
戚
ら
し
い
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
。

で
も
浅
草
寺
の
天
水
桶
に

は
「
東
京
月
島

創
業
明
治

44
年
市
川
鐵
工
」
と
あ
の
◯

に
市
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
話
、
完
結
で
す
。

フ
ジ
マ
ー
ト
謎
の
巨
石
！
謎
を
解
き
明
か
し
ま
し
た
③
完
結
編

「
金
龍
山
・
浅
草
寺
の
天
水

桶
を
曽
祖
父
、
市
川
常
五
郎

が
昭
和
32
年
に
献
納
」

さ
ら
に
市
川
慎
次
郎
氏
の

FB
に
は
「
高
齢
化
率
が
日
本

一
で
過
疎
化
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
群
馬
県
甘
楽
郡
南

牧
村
は
実
は
市
川
家
発
祥
の

地
な
ん
で
す
。
日
本
で
初
め

て
歩
道
橋
を
製
造
し
た
り
、

ゼ
ロ
戦
の
ボ
ル
ト
な
ど
の
製

造
を
し
、
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
南
牧
村
に
社
会
奉
仕
で
多

く
の
奨
学
金
や
施
設
を
寄
贈

し
ま
し
た
」

故
郷
の
二
代

目
文
太
郎
氏

胸
像

中
落
ち
は
、
ネ
ギ
、
い
ぶ
り
が
っ

こ
の
み
じ
ん
切
り
、
わ
さ
び
と

混
ぜ
て
海
苔
で
巻
い
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
が
味
わ
え
る
の

は
、
お
店
ま
で
来
た
人
の
特
権

で
す
よ
。

そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り
〆
は
ス
ー

プ
カ
レ
ー
。
肉
も
野
菜
も
一
つ

一
つ
が
大
き
く

て
、
存
在
感
た
っ

ぷ
り
。
サ
ラ
リ

と
し
て
ス
パ
イ

ス
の
効
い
た
ス
ー

プ
に
浸
し
た
ラ

イ
ス
を
口
に
入

れ
れ
ば
、
ほ
ろ
酔
い
も
一
気
に

覚
め
る
気
分
で
す
。
あ
あ
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
で
す
。
満
足
満
足
。

（
飲
み
人
：
も
っ
て
）

年
輪

月
島
４-

３-

15

03-6
204-2666

営
業
時
間

月

〜
金

11
時
〜
14
時
、
17
時
30

分
〜
23
時
（L.O

.

22
時
）

コ
ロ
ナ
対
策
時
間
変
更
あ
り

土
日
祝
休
業

ハ
ー
ト
ベ
ル
な
話

中
央
区
で
外
国
人
向
け
の

マ
ン
ス
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
不
動

産
業
を
営
む
ハ
ー
ト
ベ
ル
カ

ン
パ
ニ
ー
の
コ
ラ
ム
で
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
装

編
集
長
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

工
事
は
簡
単
に

で
き
る
も
の
な

の
で
す
か
？

管
理
組
合
に
申
請
し
て
掲

示
板
に
工
事
内
容
・
工
事
期

間
等
を
一
定
期
間
掲
示
し
て

か
ら
の
着
工
と
な
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。

間
取
り
は
変
更
で
き
る
の
？

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
リ
ビ
ン
グ
の
広

い
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
？

建
物
の
構
造
に
手
を
加
え

な
け
れ
ば
基
本
的
に
室
内
空

間
は
ど
の
よ
う
に
で
も
変
更

で
き
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
中
も
通
常

の
生
活
は
で
き
る
の
？

簡
易
な
壁
紙
の
変
更
や
パ
ー

ツ
の
交
換
等
で
あ
れ
ば
１
日

で
完
了
で
き
ま
す
が
、
大
規

模
な
間
取
り
の
変
更
の
場
合

は
、
短
期
間
の
お
引
越
し
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
不
動

産
会
社
で
も
あ
り
ま
す
の
で

短
期
間
で
借
り
ら
れ
る
場
所

を
お
探
し
し
ま
す
の
で
、
引
っ

越
し
後
か
ら
の
リ
フ
ォ
ー
ム

着
工
と
な
り
ま
す
。

ご
相
談
お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
橋
蛎
殻
町
㈱
ハ
ー
ト

ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー03-6661-

2828
hbc22.com

〜
い
つ
も
心
に
音
楽
を
〜

月
島
歌
劇
団

立
て
続
け
に
読
者
か
ら

の
情
報
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

Ｈ
さ
ん
か
ら
「
中
央
Ｆ

Ｍ
で
『
月
島
歌
劇
団
』
の

放
送
が
あ
り
ま
し
た
よ
」

Ｓ
さ
ん
か
ら
「
佃
一
丁
目

で
『
月
島
歌
劇
団
』
の
チ

ラ
シ
を
見
ま
し
た
」

早
速
調
べ
て
見
ま
し
た
。

月
島
歌
劇
団

lunace(

ル
ナ
ー

チ
ェ)

２
０
０
９
年

に
歌
劇
団
を

旗
揚
げ
し
、

令
和
２
年
度

中
央
区
文
化
推
進
事
業
助
成

事
業
と
し
て
、Y

o
u

T
ub
e

を

中
心
に
、
動
画
で
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
聞
か
せ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
動
画
は
現
在

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

団
長
の
佐
々
木
さ
ん
と
連

絡
が
取
れ
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
も
つ
く
つ
き
新
聞
の
読

者
で
、
連
絡
を
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
学
の
同

期
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ

た
「
月
島
歌

劇
団
」
、
コ

ロ
ナ
前
ま
で

は
「
日
本
語

で
オ
ペ
ラ
」
を
上
演
し
て

い
ま
し
た
が
、
ラ
イ
ブ
や

コ
ン
サ
ー
ト
活
動
が
難
し

く
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
お
家
時
間
の
増
え
た

私
達
に
～
い

つ
も
心
に
音

楽
を
～
を
届

け
て
い
ま
す
。

10
年
経
っ
た

東
日
本
大
震
災
、
大
切
に

歌
い
続
け
て
い
る
「
花
は

咲
く
」
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

は
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
、
そ

れ
に
私
が
前
か
ら
聞
き
た

か
っ
た
「
中
央
区
の
歌
」

も
聞
け
ま
す
。

ラ
ク
ロ
で
ペ
ア
リ
ン
グ
走
行

母
娘
で
お
花
見
を
楽
し
む

東
京
の
桜
が
満
開
と
な
っ
た

３
月
23
日
、
86
才
の
母
と
ラ

ク
ロ
の
試
乗
を
行
い
ま
し
た
。

実
は
２
月
に
試
乗
を
行
い

レ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

発

令

で

、

延
期
に
な
っ

て

い

た

の

で
す
。

し
か
し
災
い
転
じ
て
福
と

な
す
。
そ
の
お
か
げ
で
桜
満

開
の
空
の
下
、
ラ
ク
ロ
に
乗

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母

の
聖
路
加
へ
の
通
院
に
使
え

る
か
も
？

取
材

坪
田

詳
し
い
記
事
の
内
容
や
画

像
・
動
画
は
HP

の
「
詳
細
記
事
」

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
動
画
撮
影
・

編
集
は
編
集
長

で
す
。
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好
美
の
幕
末
中
央
区
⑲

日
本
青
年
会
議
所
（
JC
）

中
央
区
委
員
会
で
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
の
祖
父
江
好

美
さ
ん
の
連
載
コ
ラ
ム
。

石
川
島
造
船
所

今
回
は
急
遽
石
川
島
の

話
！1

8
5
3

年
と
言
え
ば
！

そ
う
で
す
！
！
黒
船
ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
航
し
た
年
で

す
ね
。
こ
の
年
に
中
央
区

佃
に
あ
っ
た
石
川
島
の
地

に
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
の

命
で
大
型
船
建
造
用
、

「
石
川
島
造
船
所
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、

洋
式
木
造
軍
艦
・
旭
日
丸

（
あ
さ
ひ
ま
る
）
の
起
工

式
を
行
い
ま
し
た
。
石
川

島
は
造
船
業
発
祥
の
地
と

な
る
の
で
す
！

そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ

で
宣
伝
。
現
在
の
地
下
鉄

月
島
駅
を
北
へ
６
分
ほ
ど

歩
く
と
。
造
船
所
の
創
業

か
ら
現
代
ま
で
と
、
そ
れ

と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
石

川
島
・
佃
島
の
歴
史
や
文

化
を
紹
介

し
た
『
石

川
島
資
料

館
』
が
ご

ざ
い
ま
す
。

興
味
が
あ

る
方
、
ぜ

ひ
足
を
運

ん
で
見
て

く
だ
さ
い

な
。

街
角
植
物
観
察
日
記
44

佃
二
丁
目
菅
野
さ
ん

「
ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
」

今
年
は
ウ
メ
も
サ
ク
ラ

も
開
花
が
早
く
、
地
球
温

暖
化
の
現
実
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
す
。

ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
も
し
か
り
。

例
年
４
～
５
月
に
か
け
て

黄
白
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
が
、
今
年
は
３
月
中
半

か
ら
咲
き
だ
し
て
い
ま
す
。

ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木

で
地
中
海
沿
岸
原
産
の
雌

雄
異
株
。
日
本
で
は
雌
木

は
非
常
に
希
で
、
ほ
と
ん

ど
が
雄
木
と
辞
典
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
参
加
連
載
企
画

お
ん
な
ひ
と
り
酒
⑨

月
島
４
丁
目
「
年
輪
」

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
月

島
４
丁
目
、
月
島
第
一
児
童

公
園
近
く
の
「
年
輪
」
。
ス
ー

プ
カ
レ
ー
で
有
名
な
店
で
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
は
「
お
ん
な

ひ
と
り
酒
」
で
は
？
い
え
い

え
、
こ
こ
は
夜
は
北
海
道
料

理
が
食
べ
ら
れ
る
居
酒
屋
な

ん
で
す
。
ザ
ン
ギ
（
鶏
か
ら

あ
げ
）
、
十
勝
豚
の
た
れ
焼

き…

私
は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
が

お
気
に
入
り
で
す
。

人
気
店
だ
け

に
、
ウ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
の
配
達

員
さ
ん
も
ひ
っ

き
り
な
し
に
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
や
っ

て
き
ま
す
。
で

も
ね
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き

な
い
絶
品
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る

の
で
す
。
例
え
ば
豊
洲
市
場

の
本
ま
ぐ
ろ
の
３
点
盛
り
！

筆
者
の
古
い
友
人
宅
に

大
き
な
雌
木
が
あ
り
、
挿

し
木
用
に
小
枝
を
も
ら
っ

て
は
み
る
も
の
の
、
今
の

と
こ
ろ
失
敗
続
き
で
す
。

乾
燥
し
た
葉
は
香
辛
料

と
し
て
ロ
ー
レ
ル(

ロ
ー

リ
エ)

の
呼
び
名
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、

葉
の
付
い
た
枝
を
編
ん
だ

月
桂
冠
は
、
勝
者
の
印
と

し
て
贈
ら
れ
る
事
は
広
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

10
月
頃
に
結
実
し
、
そ

の
実
か
ら
採
れ
る
油
は
希

少
で
、
化
粧
品
や
石
鹸
に

使
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

下
世
話
な
考
え
で
す
が
、

純
粋
オ
リ
ー
ブ
石
鹸
で
も

け
っ
こ
う
高
価
な
の
に
、

ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
石
鹸
で
は

ど
れ
程
の
物
か
と
、
勝
手

に
思
い
巡
ら
し
て
し
ま
い

ま
す
。

相
続
な
ん
で
も
相
談

㈱
ト
ラ
ソ
ル

デ
ジ
タ
ル
終
活
⑤
最
終
回

今
後
は
通
信
機
器
だ
け

で
は
な
く
、
身
の
回
り
の

サ
ー
ビ
ス
等
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
進
ん
で
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
と
同
様
に
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

デ
ジ
タ
ル
終
活
は
ご
自

身
で
生
前
対
策
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
他

は
な
く
、
「
人
間
の
突
然

死
」
に
向
け
た
準
備
と
な

る
た
め
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
、
全
世
代
に
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
本
誌
を

き
っ
か
け
に
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
終
活
に
つ
い

て
、
全
５
回
で
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
う
ち
時
間
」
を
利
用

し
、
一
念
発
起
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

続
き
は
つ
く
つ
き
HP
詳

細
記
事
に
て
。

L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
お
得
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

も
配
信
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
友
達
追

加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ト
ラ
ソ
ル
様

に
は
ス
マ
ホ
相

談
会
に
も
お
手

伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す

読
書
が
広
げ
る
人
間
の
輪

『
読
・
書
・
人
・
倶
楽
部
』

第
６
回
は
翻
訳
者
の
朝

倉
和
子
氏
自
ら
が
新
刊
書

（
※
）
を
解
説
。

最
先
端
を
ゆ
く
中
国
研
究

者
が
36
の
問
に
答
え
る
。

紹
介
さ
れ
た
本
は

➀
Ｊ
・
ル
ド
ル
フ

Ｍ
・

ソ
ー
ニ
編
『
中
国
の
何
が

問
題
か
？
ハ
ー
バ
ー
ド
の

眼
で
み
る
と
』
（
※
）

②
半
藤
一
利
『
ノ
モ
ン
ハ

ン
の
夏
』

③
堀
内
誠
一

谷
川
俊
太

郎

『
音
楽
の
肖
像
』

④
方
方
『
武
漢
日
記
』

第
７
回
は
５
月
20
日
10
時

～
11
時
30
分

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー
ム
に
て

参
加
費
無
料

お
題
は
「
本
と
映
画
と
わ

た
し
」
お
問
合
せ
は

booksalon3939@
gm
ail.c

om

（
マ
リ
ー
）

中
小
マ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
様
へ

建
物
の
施
設
周

り
の
清
掃
や
機
器

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

改
装
工
事
・
内
装

工
事
な
ど
な
ん
で

も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
つ
く
つ
き
企

業
サ
ポ
ー
タ
ー
。

㈱
東
京
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
管
理

日
本
橋
蛎
殻
町

03-3665-0949

◯
に
市
の
巨
石
市
川
鐵
工
所
！

フ
ジ
マ
ー
ト
に
は
い
ち
か

わ
の
看
板
、
４
つ
の
い
ち
か

わ
ビ
ル
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
市
川
鐵
工
所
の
子
孫

を
発
見
！
さ
て
最
終
回
で
す
。

明
治
後
期

に
市
川
常
五

郎
氏
が
創
立

し
た
、
市
川

鐵
工
所
の
曾

孫
に
あ
た
る

足
立
区
の
「
横
引
シ
ャ
ッ
タ
ー
」

の
社
長
市
川
慎
次
郎
氏
は
、

佃
月
島
新
聞
が2

0
1
8

年
に
上

演
し
た
「
Ｒ
65
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
の
協
賛
企
業
だ
っ
た
の

で
す
。

創
業
者
の
曾

孫
慎
次
郎
氏
と

玄
孫
の
皆
さ
ん

で
す
。
慎
次
郎

氏
に
よ
る
と
、

「
い
ち
か
わ
」

不
動
産
は
親
戚
ら
し
い
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
。

で
も
浅
草
寺
の
天
水
桶
に

は
「
東
京
月
島

創
業
明
治

44
年
市
川
鐵
工
」
と
あ
の
◯

に
市
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
話
、
完
結
で
す
。

フ
ジ
マ
ー
ト
謎
の
巨
石
！
謎
を
解
き
明
か
し
ま
し
た
③
完
結
編

「
金
龍
山
・
浅
草
寺
の
天
水

桶
を
曽
祖
父
、
市
川
常
五
郎

が
昭
和
32
年
に
献
納
」

さ
ら
に
市
川
慎
次
郎
氏
の

FB
に
は
「
高
齢
化
率
が
日
本

一
で
過
疎
化
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
群
馬
県
甘
楽
郡
南

牧
村
は
実
は
市
川
家
発
祥
の

地
な
ん
で
す
。
日
本
で
初
め

て
歩
道
橋
を
製
造
し
た
り
、

ゼ
ロ
戦
の
ボ
ル
ト
な
ど
の
製

造
を
し
、
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
南
牧
村
に
社
会
奉
仕
で
多

く
の
奨
学
金
や
施
設
を
寄
贈

し
ま
し
た
」

故
郷
の
二
代

目
文
太
郎
氏

胸
像

中
落
ち
は
、
ネ
ギ
、
い
ぶ
り
が
っ

こ
の
み
じ
ん
切
り
、
わ
さ
び
と

混
ぜ
て
海
苔
で
巻
い
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
が
味
わ
え
る
の

は
、
お
店
ま
で
来
た
人
の
特
権

で
す
よ
。

そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り
〆
は
ス
ー

プ
カ
レ
ー
。
肉
も
野
菜
も
一
つ

一
つ
が
大
き
く

て
、
存
在
感
た
っ

ぷ
り
。
サ
ラ
リ

と
し
て
ス
パ
イ

ス
の
効
い
た
ス
ー

プ
に
浸
し
た
ラ

イ
ス
を
口
に
入

れ
れ
ば
、
ほ
ろ
酔
い
も
一
気
に

覚
め
る
気
分
で
す
。
あ
あ
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
で
す
。
満
足
満
足
。

（
飲
み
人
：
も
っ
て
）

年
輪

月
島
４-

３-

15

03-6
204-2666

営
業
時
間

月

〜
金

11
時
〜
14
時
、
17
時
30

分
〜
23
時
（L.O

.

22
時
）

コ
ロ
ナ
対
策
時
間
変
更
あ
り

土
日
祝
休
業

ハ
ー
ト
ベ
ル
な
話

中
央
区
で
外
国
人
向
け
の

マ
ン
ス
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
不
動

産
業
を
営
む
ハ
ー
ト
ベ
ル
カ

ン
パ
ニ
ー
の
コ
ラ
ム
で
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
改
装

編
集
長
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

工
事
は
簡
単
に

で
き
る
も
の
な

の
で
す
か
？

管
理
組
合
に
申
請
し
て
掲

示
板
に
工
事
内
容
・
工
事
期

間
等
を
一
定
期
間
掲
示
し
て

か
ら
の
着
工
と
な
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。

間
取
り
は
変
更
で
き
る
の
？

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
リ
ビ
ン
グ
の
広

い
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
？

建
物
の
構
造
に
手
を
加
え

な
け
れ
ば
基
本
的
に
室
内
空

間
は
ど
の
よ
う
に
で
も
変
更

で
き
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
中
も
通
常

の
生
活
は
で
き
る
の
？

簡
易
な
壁
紙
の
変
更
や
パ
ー

ツ
の
交
換
等
で
あ
れ
ば
１
日

で
完
了
で
き
ま
す
が
、
大
規

模
な
間
取
り
の
変
更
の
場
合

は
、
短
期
間
の
お
引
越
し
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
不
動

産
会
社
で
も
あ
り
ま
す
の
で

短
期
間
で
借
り
ら
れ
る
場
所

を
お
探
し
し
ま
す
の
で
、
引
っ

越
し
後
か
ら
の
リ
フ
ォ
ー
ム

着
工
と
な
り
ま
す
。

ご
相
談
お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
橋
蛎
殻
町
㈱
ハ
ー
ト

ベ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー03-6661-

2828
hbc22.com

〜
い
つ
も
心
に
音
楽
を
〜

月
島
歌
劇
団

立
て
続
け
に
読
者
か
ら

の
情
報
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

Ｈ
さ
ん
か
ら
「
中
央
Ｆ

Ｍ
で
『
月
島
歌
劇
団
』
の

放
送
が
あ
り
ま
し
た
よ
」

Ｓ
さ
ん
か
ら
「
佃
一
丁
目

で
『
月
島
歌
劇
団
』
の
チ

ラ
シ
を
見
ま
し
た
」

早
速
調
べ
て
見
ま
し
た
。

月
島
歌
劇
団

lunace(

ル
ナ
ー

チ
ェ)

２
０
０
９
年

に
歌
劇
団
を

旗
揚
げ
し
、

令
和
２
年
度

中
央
区
文
化
推
進
事
業
助
成

事
業
と
し
て
、Y

o
u

T
ub
e

を

中
心
に
、
動
画
で
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
聞
か
せ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
動
画
は
現
在

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

団
長
の
佐
々
木
さ
ん
と
連

絡
が
取
れ
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
も
つ
く
つ
き
新
聞
の
読

者
で
、
連
絡
を
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
学
の
同

期
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ

た
「
月
島
歌

劇
団
」
、
コ

ロ
ナ
前
ま
で

は
「
日
本
語

で
オ
ペ
ラ
」
を
上
演
し
て

い
ま
し
た
が
、
ラ
イ
ブ
や

コ
ン
サ
ー
ト
活
動
が
難
し

く
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
お
家
時
間
の
増
え
た

私
達
に
～
い

つ
も
心
に
音

楽
を
～
を
届

け
て
い
ま
す
。

10
年
経
っ
た

東
日
本
大
震
災
、
大
切
に

歌
い
続
け
て
い
る
「
花
は

咲
く
」
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

は
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
、
そ

れ
に
私
が
前
か
ら
聞
き
た

か
っ
た
「
中
央
区
の
歌
」

も
聞
け
ま
す
。

ラ
ク
ロ
で
ペ
ア
リ
ン
グ
走
行

母
娘
で
お
花
見
を
楽
し
む

東
京
の
桜
が
満
開
と
な
っ
た

３
月
23
日
、
86
才
の
母
と
ラ

ク
ロ
の
試
乗
を
行
い
ま
し
た
。

実
は
２
月
に
試
乗
を
行
い

レ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

発

令

で

、

延
期
に
な
っ

て

い

た

の

で
す
。

し
か
し
災
い
転
じ
て
福
と

な
す
。
そ
の
お
か
げ
で
桜
満

開
の
空
の
下
、
ラ
ク
ロ
に
乗

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母

の
聖
路
加
へ
の
通
院
に
使
え

る
か
も
？

取
材

坪
田

詳
し
い
記
事
の
内
容
や
画

像
・
動
画
は
HP

の
「
詳
細
記
事
」

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
動
画
撮
影
・

編
集
は
編
集
長

で
す
。
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中
央
区
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す

「つくつき歴史散歩第一回」5月22日土曜日午前と午後に開催！

新聞購読の希望やご感想などは編集部までご連絡ください。 ☎050-1746-8579 ✉info@tsukutsuki.com１

佃月島新聞企業サポーターを紹介します。おかげ様で
発行が継続できています。
企業サポーター会社 毎月PR広告を頂戴しています。
Cheers株式会社・株式会社ハートベルカンパニー・ジャスト
リサーチ株式会社・一般社団法人ココラボ・株式会社グローバ
ルケア・株式会社トラソル・株式会社東京メンテナンス管理

誠にありがとうございます。
つくつきLINE公式アカウントを開設

ぜひお友達登録をお
願いいたします。

毎
号
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
基
礎
講
座
と
し
て
、
わ

か
り
や
す
い
解
説
を
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

誰
に
聞
く
？

お
店
の
評
価
を
知
る
た
め
、

お
客
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
誰
に
聞

く
か
を
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
誰
っ
て
お
客
様

で
し
ょ
？
」
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え

ば
、
お
店
の
不
満
点
を
調
査
し

た
い
の
に
、
よ
く
来
る
お
客
様

に
ば
か
り
聞
い
て
も
正
し
い
答

え
は
出
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

性
別
や
年
令
、
お
店
の
利
用

度
な
ど
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
絞
っ
て
聞
く
の
か
、
お
客
様

全
体
に
聞
く
の
か
、
リ
サ
ー
チ

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
適
切

な
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
（
続
）

ジ
ャ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス

㈱
で
は
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
（
正
社

員
）
募
集
中
で
す
！
未
経
験
者

歓
迎

中
央
区
新
川j

u
s
t
-
r
e
s
e

a
r
c
h
.
c
o
.
j
p

0
3
-
3
5
5
3
-
3
7
3
7

佃月島新聞は電子版でもご覧になれます。ホームページには新聞に掲載されていない記事もあります。tsukutsuki.com

佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
自
治
会
と
共
催

佃
月
島
新
聞
の
前
身
「
天
空
新

聞
」
は2014

年
に
佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ

自
治
会
の
広
報
紙
と
し
て
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
自
治
会
の
運
営

に
新
聞
発
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
使
え

な
い
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。
HP

や
毎
月
の
広
報
紙
発
行
、LI

NE

公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
な
ど
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
人
気
の
親
子
野
鳥
観

察
会
も
自
治
会
の
企
画
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

相
生
橋
か
ら
石
川
島
、
佃
島
へ

今
回
の
歴
史
散
歩
は
相
生
橋
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
「
相
生
橋
の

名
前
由
来
は
？
」
な
ん
て
説
明
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
石
川
島

は
江
戸
よ
り
昔
は
「
森
島
」
「
鎧

島
」
と
呼
ば
れ
た
島
で
し
た
。

令和3年（2021年）5月1日 38号

佃
月
島
新
聞
を
応
援
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

４
月
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ
ー
様
で

す
。
佃
清
野
様
、
深
野
様
、
江

東
区
都
築
様
、
豊
海
浜
野
様
、

世
田
谷
区
伊
澤
様
、
大
田
区
木

本
様
、
さ
い
た
ま
市
小
松
様
。

現
在
35
件
の
個
人
サ

ポ
ー
タ
ー
、
５
件
の

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を

頂
戴
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口

２
千
円

新
聞
を
郵
送
や
宅
配

な
ど
で
お
届
け
。
法
人
会
員
は

一
口
２
万
円
、
PR
記
事
を
年
一

回
掲
載
。
振
込
先

ゆ
う
ち
ょ
銀

行
ツ
ク
ダ
ツ
キ
シ
マ
シ
ン
ブ
ン
セ

イ
サ
ク
イ
イ
ン
カ
イ

総
合1

0
6
6
0

-
4
4
9
7
0
4
7
1

他
金
融
機
関
よ
り
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
コ
ー
ド9

9
0
0

店
番0

6
8

普
通4

4
9
7
0
4
7

年
会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

Y
A
HO
O

の
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
ま
す

の
で
、
読
者
の
振
込

手
数
料
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

佃
月
島
で
観
察
で
き
る
野
鳥

図
鑑

連
載
㉝39

「
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
」

東
京
で
見
ら
れ
る
カ
ラ
ス
は
、

だ
い
た
い
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
と
い
う
種
類

も
い
て
、
そ
れ
よ
り
ク
チ
バ
シ

が
大
き
い
。
嫌
わ
れ
も
の
で
す

が
、
よ
～
く
見
る
と
か
わ
い
い

ん
で
す
よ
。
で
も
、
い
ま
の
時

期
、
５
月
ご
ろ
は
、
子
育
て
で
、

カ
ラ
ス
も
気
が
立
っ
て
い
ま
す
。

危
険
な
の
で
巣
の
近
く
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
コ
ラ
ム
は
佃
二
丁

目
藤
田
さ
ん
執
筆
で
す
。

新

制

作

版

「
佃
・
月
島
で

見
ら
れ
る
全
野

鳥
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
差
し
上
げ

ま
す
。
編
集
部

ま
で
ど
う
ぞ
。

れ
た
漁
師
た
ち
は
、
日
本
橋
魚

市
場
の
開
設
や
築
地
本
願
寺
の

移
転
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

い
ま
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

立
ち
並
ぶ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
で

す
が
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
歴

史
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

私
達
の
住
ん
で
い
る
町
の

歴
史
を
知
ろ
う
！

佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
30
年
ほ

ど
前
に
開
発
さ
れ
た
町
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
他
か
ら
移
り

住
ん
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
や
中
学
校
で
は
石
川
島
や

佃
島
の
歴
史
は
勉
強
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
大

人
に
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
な
い

も
の
で
す
。
大
人
の
知
識
欲
も

ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

中
央
区
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
協

会
の
協
力
で
、
本
格
的
な
歴
史

散
歩
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
創
刊
３
号
特

集
、
石
川
島
は
じ
め
も
の
が
た
り
）

三
代
将
軍
家
光
の
頃
、
船
手
頭

（
軍
艦
の
管
理
と
海
上
輸
送
が
役

務
）
石
川
八
左
ヱ
門
重
次
が
こ
の

島
を
拝
領
し
ま
し
た
。
左
の
古
地

図
で
は
鬼
平
犯
科
帳
で
有
名
な
長

谷
川
平
蔵
が
、
発
議
し
て
設
置
さ

れ
た
「
石
川
島
人
足
寄
場
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
石
川
島
は
幕
末
の

頃
洋
式
帆
装
軍
艦
な
ど
が
製
造
さ

れ
た
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、
Ｉ
Ｈ

Ｉ
（
旧
石
川
島
播
磨
重
工
業
）
の

母
体
と
な
り
ま
し
た
。

佃
島
は
江
戸
時
代
初
期
、
摂
津

国
佃
村
の
漁
師
た
ち
に
よ
り
埋
め

立
て
ら
れ
た
町
で
す
。
幕
府
の
命

に
よ
り
江
戸
の
町
の
食
料
事
情
を

改
善
す
る
た
め
、
関
西
の
先
端
漁

法
を
伝
え
る
た
め
に
呼
び
寄
せ
ら

中
央
区
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
協
会

中
央
区
区
民
カ
レ
ッ
ジ

生
涯
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
コ
ー

ス
「
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」
を
修
了

し
た
方
々
で
構
成
さ
れ

た
、
中
央
区
初
の
登
録
認
定
ま
ち

歩
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。

日
本
橋
や
築
地
・
人
形
町
な
ど

の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
石
川
島
か
ら
佃
島
の
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
ガ
イ
ド
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
要
項

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で

◯
開
催
日

５
月
22
日
土
曜
日

①
10
時
半
か
ら
12
時
半
頃

町
歩

き
後
、
ご
希
望
の
方
は
②
の
講
演

会
も
参
加
で
き
ま
す
。

②
13
時
半
か
ら
16
時
ま
で

講
演
会
「
石
川
島
・
佃
島
誕
生

ヒ
ス
ト
リ
ー
」
後
に
、
町
歩
き
を

し
ま
す
。
よ
り
深
く
歴
史
が
学
べ

る
回
と
な
り
ま
す
。
中
学
生
以
上
。

◯
場
所

相
生
橋
か
ら
佃
島
住
吉

神
社

講
演
会
は
10
号
棟
集
会
室

荒
天
時
は
次
週
に
延
期
予
定

◯
参
加
人
員
各
回
20
名

先
着

合
計
40
名

抽
選
で
４
名

様
に
は
「
歩
行
速
ラ
ク
ロ
」

で
参
加
で
き
ま
す
。

◯
会
費

一
人
三
百
円

中
学
生
以
下
無
料

主
催

佃
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
自
治
会
・

佃
月
島
新
聞

協
力

中
央
区
文

化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
協
会
、
探
見
の

会
、
歩
行
速
ラ
ク
ロ
Ｚ
Ｍ
Ｐ

お
申
込
み
は
５
月
15
日
土
曜
日

ま
で
に
、
下
記
の
電
話
か
メ
ー
ル

で
。
お
早
め
に
編
集
部
ま
で
。

「
つ
く
つ
き
歴
史
散
歩
」
第
二

回
目
は
佃
島
か
ら
月
島
の
歴
史
散

歩
を
計
画
中
で
す
。

佃
月
島
新
聞
設
置
店
を
求
む
！

月
島
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
ー
ト

２
階
「
月
島
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
ー

ト
歯
科
」
様
に
は
、
待
合
室

に
新
聞
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
な
ん
と
13
ヶ

月
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

患
者
様
に
ご
覧
、
そ
し
て
配

布
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ

ん

な

感

じ

で

店

頭

に

設

置

い

た

だ

け

な
い
で
し
ょ

う
か
。
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
い

ペ
ン
立
て
を
店
頭
に
。
つ
く

つ
き
新
聞
の
設
置
店
で
は
、

地
域
と
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
に

な
る
と
大
好
評
で
す
！

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ

シ
ニ
ア
の

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
相
談
会

毎
月
第
３
木
曜
日
12
時
半
～

14
時

勝
ど
き
デ
イ
ル
ー
ム

事
前
に
編
集
部
宛
に
ご
予
約

が
必
要
で
す
。
・
初
め
て
の
ス

マ
ホ

・LINE

を
使
い
こ
な
す

・
パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
い

な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

編
集
長
の
お
勧
め
ア
プ
リ

遠
く
の
方
に
リ
モ
ー

ト
で
ス
マ
ホ
や
PC
の

操
作
が
教
え
ら
れ
ま

す
。
「
ク
イ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
」
と
「T

e
a
m
s
V
i
e
w
e
r

」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。
詳

し
く
は
HP
に
掲
載
し
ま
す
。

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

不
用
品
回
収
・
遺
品
整
理

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
の
浅
井

社
長
と
の
出
会
い
は
、
月
島
弐
之

部
元
町
会
長
の
保
田
さ
ん
の
紹
介

で
し
た
。
月
島
テ
レ
ビ
の
倉
庫
片

付
け
を
作
業
な
さ
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
は
銀
座
に
あ
っ
た
編
集
部

の
移
転
も
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
聞
を
見
た
西
仲
通

り
も
ん
じ
ゃ
「
む
ら
さ
き
」
さ
ん

シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
集

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。
。

一
言
寸
評
は
読
者
野
原
さ
ん
で

す
。
４
月
の
お
題
は
「
食
」

守
り
継
ぐ

姑
の
味

ち
ら
し
寿
司

黄
葉

家
族
の
成
長
と
共
に
、
何
度
も

食
卓
に
登
場
し
て
き
た
「
ち
ら

し
寿
司
」
、
親
か
ら
子
、
孫
へ

と
継
が
れ
て
い
く
愛
情
の
か
た

ち･･･

。
い
い
で
す
ね
～
。

食
べ
て
寝
て

健
康
長
寿
で

ポ
ッ
ク
リ
と

風
天

快
食
、
快
眠
、
快
便
で
、
「
ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
。
私
は
大
食
、

不
眠
、
便
秘
で
、
「
ネ
ン
ネ
ン

コ
ロ
リ
」
。
生
活
習
慣
見
直
さ

な
き
ゃ
な
ら
な
い
な
あ
～
。

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
の

お
問
合
せ
は
編
集
部
ま
で

で
も
、
男
手
が
足
ら
な
い
２
階

か
ら
の
不
用
品
搬
出
を
依
頼
し
、

誠
実
な
仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

最
近
で
は
月
島
弐
之
部
町
会

事
務
所
の
移
転
整
理
も
お
手
伝

い
な
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
佃
・

月
島
で
実
績
の

あ
る
エ
コ
ラ
イ

フ
サ
ー
ビ
ス
さ

ん
を
お
勧
め
し

ま
す
。

0120-09-858

た
つ
み
や
の
宅
配
弁
当

５
食
以
上
を
毎
日
お
届
け
し

ま
す
。
企
業
や
工
事
現
場
な
ど

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
で
、
美

味
し
い
５
百
円
弁

当
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
問
合
せ
・

試
食
な
ど

申
込
み
は03-

6666-4344


